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公益社団法人東京都リサイクル事業協会 

 

平成 26 年度事業報告 

Ⅰ 概 況 

 昨今の日本経済は、いわゆる「三本の矢」による経済改革が奏功し、経済再生の兆しが見

られるようになってきたといえる。昨年半ば頃よりの円安・原油安傾向の進行は、業種等に

より恩恵にバラツキはあるものの、実質 GDP の減退から成長へと転換するきっかけとなり

つつある。 

 一方で、異常気象による猛烈なゲリラ豪雨や突風・竜巻、渇水等、全国各地にわたる火山

活動の活発化や頻発する地震、自然災害による猛威が大きな社会的経済的損失をもたらす懸

念は大きい。中国経済の減速や、金融不安、世界各地の政情不安等、今後グローバル経済の

先行きも楽観材料はあまり目当たらないのが現状である。 

 再生資源流通では、長年の懸案の古紙持ち去り問題の解決に向けて、新たに様々な取り組

みがはじまってきた。関東製紙原料直納商工組合と行政との協働により、GPS 追跡調査を継

続実施した。特に 23 区中 17 区が協定書を締結。点から面への展開効果が期待されるところ

であるが、何よりも持ち去り古紙の常習的買入れ事業者を特定する成果を上げることができ

た。また、古紙持ち去り問題意見交換会の古紙持ち去り根絶宣言車両識別制度の登録車両も

1,000 台を越えた。一部の行政では本制度の登録を取引事業者の要件としたり、ステッカー

の行政車両への貼付を検討する自治体も出始めた。条例にいたっては、常習者に対して罰金

50 万円を課す自治体も出てきた。また、これまで国内古紙対策に限られていた（公財）古紙

再生促進センターでは、輸出委員会を発足する等、古紙の品質維持と持ち去り古紙が流通し

づらい環境づくりが、徐々に整備されてきたといえる。 

 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックを 6 年後に控え、これを機に将来を見据えた 

効率的で持続的なリサイクルシステムの構築を企画する時期にきている。その意味で多品

目・業種・業態を超えたネットワーク体である当協会が果たすべき社会的役割は益々高まっ

てきているといえる。 

 東京のリサイクルの質を高めるシステム構築が当協会の最大の目標である。各会員団体の

みならず行政・都民等の関係諸機関との連携・協力をいっそう強化し、これからも地道に公

益事業の展開を図っていくこととしたい。以下に平成 26 年度に実施した個別事業を報告する。 

 

Ⅱ 個別事業 

１ [公 1] 再生資源リサイクルに関する調査研究事業 

都民・行政・リサイクル関連業界及び当協会会員向けに次の調査研究活動を行った。 

 

（1）古紙持ち去り防止策の具体的検討 

   東京都環境局による「古紙持ち去り問題対策協議会」のとりまとめを受け、リサイクル
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業界としての具体的対応を図るため、以下 8 団体による「古紙持ち去り問題意見交換会 

では「古紙持ち去り根絶宣言車識別（ステッカー）制度」）を立ち上げ、3 年目を迎えた。

登録車両は 1,000 台を越え、当会は他団体の事務局と協力し同意見交換会の運営や本制度

の運営や車両公表等を行った。 

構成団体：全国製紙原料商工組合連合会/日本再生資源事業協同組合連合会/関東製紙原料直納商

工組合/関東資源回収組合連合会/東京都製紙原料協同組合/東京都資源回収事業協同組合/神奈川

県リサイクル産業団体連合会/社団法人東京都リサイクル事業協会 

また、東京都環境局や警視庁・都内自治体・関係諸機関等の情報交換を頻繁に行なうと

ともに、都環境局主催した「古紙持ち去り根絶情報交換会」におけるリサイクル業界側の

情報のとりまとめや調整等を行った。 

（2）廃掃法等専ら物研究集会の開催 

 東京都の担当者を講師に迎え、廃掃法関連事業の研究会を開催した。今回は専ら物を

テーマに概論と具体的課題についての考え方について検討を行った。（1/27、参加者 80

名、東京しごとセンター講堂） 

（3）小規模事業所における古紙リサイクルシステム（東商エコリーグ）の調査 

＜東京商工会議所受託事業＞ 

   東京商工会議所とタイアップし平成７年より展開してきた、小規模オフィス等における

古紙回収システム運営にあたっての情報収集と回収量のとりまとめを実施した。（H25 年度

古紙回収量 1,351 ㌧、参加事業者数 1,470、実施区 11 区）    

（4）国内外におけるリサイクル事情の調査 

   国内外の視察を通じて、リサイクルシステム構築の工夫や再生資源流通の動向等につい

て情報収集するために以下の調査研究を行った。 

①海外（中国）視察会（3/15～18、訪問先：張家港港湾・南京市内ヤード・江蘇紙連・

栄成紙業無錫工場他 参加者：12 名-協力商社含む） 

②国内視察会は関西エリアでの最新事業について選定作業を行ったが、妥当な視察先が

見当たらず、実施しなかった。 

（5）行政回収システム等の調査研究 

  回収システム調査会（第 1～4 回）により、リサイクルの持続・効率的なあり方を構築す

るため、阻害要因や課題等について検討を行った。本年度は、古繊維回収システムの実態

把握、行政の入札制度に伴う業界への影響等について検討した。 

 

2 [公 2] 再生資源リサイクルに関する普及啓発事業 

（1）リサイクルフォーラムの開催 

 「リサイクルの公益性を考える～リサイクルの過去・現在・未来～」をテーマに、講演会

及び再生資源各品目の現状と課題についてリレートークを行った。講師：安井 至（独立

行政法人製品評価技術基盤機構理事長）。7/14 於：ホテルラングウッド 参加者 142 名。 

 

（2）東京都消費者月間事業交流フェスタ出展 

   消費者問題の解決を図ろうと、都内の消費者団体と東京都が「くらしフェスタ東京



                       - 3 - 

2014」を開催。当会は環境エリアに出展し、古紙持ち去り問題の啓発を目的としたクイ

ズラリーの他、パネル展示・広報誌・リーフレットの配布を行なった。（10/10～11、場

所：新宿西口広場イベントコーナー、広場訪問者：約３万 2,500 人） 

 

（3）市民団体等のフォーラムへの情報提供及び協賛 

   リサイクル関連市民団体等のシンポジウムに参加し主要再生資源リサイクルの実態に

ついて報告等を行う他、同フォーラムに後援・協賛を行った。 

   第 19 回東京 23 区とことん討論会（8/3 於：曳舟文化センター）協賛 

   第 22 回東京 TAMA とことん討論会（3/14 於：多摩市アウラホール）後援・協賛 

   横浜市資源リサイクル事業協同組合リサイクルデザインフォーラム 2014 

（10/26 於：みなとみらい大桟橋ホール）協賛 

 

 

（4）職場体験事業の実施 

   東多摩再資源化事業協同組合と協力し、東村山市内の中学生を対象に、回収車に同乗

して行なう回収作業や選別ヤードでの作業体験、リサイクル講習会とテスト、紙すき体

験を開催した。 

（9/18～19、東村山市立第二中学校 参加者：12 名）  

（10/22～23、東村山市立第四中学校 参加者：2 名） 

 

（5）ホームページの更新 

ウェブサイトを通じて、協会の活動や会員情報、情報誌・報告書の掲載等を行った古

紙持ち去り問題根絶関連情報・再生資源市場の近況等、東京都や業界が公表している関

連情報や識別制度登録車両の公表を行った。 

 

（6）環境 DVD の製作[特定費用準備資金] 

環境 DVD 製作委員会（第 1～3 回開催）により、小・中学生を対象とした環境 DVD

の発行にむけて、検討等を行った。本年はコンテンツの骨子、切り口、配布対象、役割

分等を決定した。 

 

3 [公 3] 情報誌の発行事業 

   都民・事業者・行政・協会会員を配布対象に、当協会の PR とリサイクル推進への理

解と協力を求めるために、リサイクル情報誌「WE❤りさいくる」第 24・25 号を発行し

た。（各 7,000 部）主な記事は以下のとおり。 

＜24 号＞「再生資源リサイクル H26 年 10 大ニュース」「リサイクルフォーラム報告」「職

場体験学習受け入れ」 

＜25 号＞「＜視察報告＞中国の古紙リサイクル事情」「古紙持ち去り対策の動向について」

「専ら物研究＜研究集会報告＞」 
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4 [公 4]顕彰及び表彰に関する事業 

   実施なし 

 

5 [その他 1] 再生資源リサイクルに関する相談指導・研修事業 

  東京都環境局環境保全部より依頼を受け、事業所からのフロンガス排出抑制対策につい

ての条例改正及び対応策についての情報提供を行った。 

  また、広く都内の事業所や都民の方から、事業系リサイクルシステムの構築の相談やリ

サイクルのしかた等についての電話相談を受け、必要に応じて関係行政機関への連絡や、

会員企業等の紹介等を行った。 

  会員団体構成員により、情報交換会（5/21、7/14）を開催し、各品目別の近況や市場動

向等の情報交換をする場を設定した。 

 

 

6 その他法人の目的を達成するための事業 

  実施なし 

以上 
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

Ⅰ.　一般正味財産増減の部

1.　経　常　増　減　の　部 （単位：円）

（1）　経　常　収　益 予算額 決算額 差異

①基本財産運用益 0 1,649 1,649

基本財産受取利息 0 1,649 1,649

②特定資産運用益 0 46 46

受取利息 0 46 46

③受　取　会　費 13,210,000 12,831,394 △ 378,606

（a）正会員会費収入 5,220,000 5,220,000 0

広域（7）：@360×5、＠120×1
地域(22）：＠120×13、＠150×3、＠180
×2、＠210×1、＠240×3

（b）賛助会員会費収入 2,760,000 2,520,000 △ 240,000 ＠120×21

（c）協賛会員会費収入 580,000 500,000 △ 80,000 @40×8、＠60×1、@120×1

（d）一般協賛会員会費収入 1,050,000 1,000,000 △ 50,000 ＠50×20

（e）　事業会費収入 3,600,000 3,591,394 △ 8,606

-1 調査研究関連 2,500,000 1,709,014 △ 790,986 中国視察会会

-2 普及啓発関連 320,000 740,000 420,000
リサイクルフォーラム（500）
関連団体シンポ協賛（240）

-3 情報誌関連 480,000 480,000 0

-4 研修関連 300,000 64,700 △ 235,300

-5 その他 0 597,680 597,680

リサイクルフォーラム懇親会（470）東資協会
議支援（103）
顧問会合参加費（24）

④　事　業　収　益 300,000 300,000 0

調査研究事業 300,000 300,000 0 東商エコリーグ調査委託

⑤　雑　収　益 2,000 0 △ 2,000

雑収入 2,000 0 △ 2,000

13,512,000 13,133,089 △ 378,911

平成26年度収支計算書

平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

経　　常　　収　　益　　計　

科　　目
備考（千円）
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

（2）　経　常　費　用 予算額 決算額 差異

①　事　業　費  0

公1　調査研究事業 6,171,000 7,827,963  1,656,963 事務局雑給賞与含む

１　給料手当 2,537,000 3,964,230  1,427,230

２　会議費 64,000 58,872 △ 5,128

３　旅費交通費 183,000 227,333  44,333

４　通信運搬費 137,000 260,922  123,922

５　事務消耗品費 83,000 213,128  130,128

６　印刷製本費 187,000 412,137  225,137

７　新聞図書費 33,000 5,658 △ 27,342

８　研究開発費 2,500,000 1,949,594 △ 550,406 中国視察会費用一式

９　修繕費 0 0  0

10　家賃 371,000 562,275  191,275

11　光熱水費 66,000 79,914  13,914

12　雑費 10,000 93,900  83,900
持ち去り見交換会会費（60）
視察会用概要英訳（32）資料代（2）

公２　普及啓発事業 3,365,000 2,274,327 △ 1,090,673

１　給料手当 2,121,000 1,057,128 △ 1,063,872

２　会議費 20,000 206,388  186,388

３　旅費交通費 159,000 60,622 △ 98,378

４　通信運搬費 114,000 112,016 △ 1,984

５　事務消耗品費 69,000 61,598 △ 7,402

６　印刷製本費 140,000 109,903 △ 30,097

７　新聞図書費 8,000 0 △ 8,000

８　修繕費 0 0  0

９　家賃 321,000 149,940 △ 171,060

10　光熱水費 55,000 21,310 △ 33,690

11　雑費 358,000 495,421  137,421

関連団体シンポ協賛（310）
HP改訂外注（120）フォーラム講師謝礼
（50）
展示会等パネル・看板（15）

公３　情報紙の発行事業 877,000 870,075 △ 6,925

１　給料手当 311,000 264,282 △ 46,718

２　会議費 0 0  0

３　旅費交通費 24,000 15,156 △ 8,845

４　通信運搬費 114,000 159,938  45,938

５　事務消耗品費 48,000 11,787 △ 36,213

６　印刷製本費 327,000 376,100  49,100

７　新聞図書費 0 0  0

８　修繕費 0 0  0

９　家賃 44,000 37,485 △ 6,515

10　光熱水費 9,000 5,328 △ 3,672

11　雑費 0 0  0

備考（千円）
科　　目
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

予算額 決算額 差異 備考（千円）

公４　顕彰表彰事業 0 0  0

１　給料手当 0 0  0

２　会議費 0 0  0

３　旅費交通費 0 0  0

４　通信運搬費 0 0  0

５　事務消耗品費 0 0  0

６　印刷製本費 0 0  0

７　新聞図書費 0 0  0

８　修繕費 0 0  0

９　家賃 0 0  0

10　光熱水費 0 0  0

11　雑費 0 0  0

②　そ　の　他　事　業　費

447,000 153,321 △ 293,679

１　給料手当 120,000 62,184 △ 57,816

２　会議費 236,000 64,780 △ 171,220 情報交換会

３　旅費交通費 9,000 3,566 △ 5,434

４　通信運搬費 34,000 3,479 △ 30,521

５　事務消耗品費 7,000 2,773 △ 4,227

６　印刷製本費 18,000 6,465 △ 11,535

７　新聞図書費 16,000 0 △ 16,000

８　修繕費 0 0  0

９　家賃 6,000 8,820  2,820

10　光熱水費 1,000 1,254  254

11　雑費 0 0  0

その他１　研修及び相談事業

科　目
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

予算額 決算額 差異 備考（千円）

　　③　　管　理　費 2,582,000 2,641,190  59,190

0 0  0

1,129,000 870,576 △ 258,424

0 0  0

80,000 70,780 △ 9,220

94,000 49,924 △ 44,076

171,000 114,507 △ 56,493

25,000 54,108  29,108

138,000 38,828 △ 99,172

0 0  0

262,000 90,509 △ 171,491

29,000 17,550 △ 11,450

12　地代家賃 140,000 123,480 △ 16,520

3,000 1,800 △ 1,200

30,000 20,536 △ 9,464

15,000 39,000  24,000
東京商工会議所（15）
自民党各種団体（24）

200,000 327,634  127,634

231,000 345,600  114,600
前期決算処理後、税理士法人西川
会計へ移行。

35,000 476,358  441,358
リサイクルフォーラム懇親会（466）
ごみ処理券・懇親会看板作成等（10）

13,442,000 13,766,875  324,875

１　役員報酬

３　福利厚生費

４　会議費

５　旅費交通費

２　給料手当

科　目

６　通信運搬費

７　新聞図書費

８　事務消耗品費

９　修繕費

10　印刷製本費

11　光熱水費

18　雑費

　経　　常　　費　　用　　計　

13　租税公課

14　支払手数料

15　諸会費

16　交際費

17　税理士報酬
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

2.　経　常　外　増　減　の　部

予算額 決算額 差異 備考（千円）

0 0  0

0 0  0

70,000 △ 633,786 △ 703,786

0 0  0

70,000 70,000  0

0 △ 703,786 △ 703,786

12,691,000 12,586,003 △ 104,997

12,586,000 11,882,217 △ 703,783

0 0  0

0 0  0

0 0  0

12,586,000 11,882,217 △ 703,783

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ . 正 味 財 産 期 末 残 高

Ⅱ.指定正味財産増減の部

正 味 財 産 期 末 残 高

法人税

経 常 外 収 益 計

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

経 常 外 費 用 計

科　目

当 期 経 常 増 減 額

当 期 経 常 外 増 減 額
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

                     正　　味　　財　　産　　増　　減　　計　　算　　書
自平成26年4月1日　至平成27年３月31日

（金額単位：円）
前年度 本年度 増減

（1）経常収益
　会費収入

5,580,000 5,220,000 △ 360,000
2,760,000 2,520,000 △ 240,000

500,000 500,000 0
1,050,000 1,000,000 △ 50,000
3,124,000 1,709,014 △ 1,414,986

240,000 740,000 500,000
240,000 480,000 240,000
117,500 64,700 △ 52,800
67,200 597,680 530,480

300,000 300,000 0
　経常収益計 13,978,700 13,131,394 △ 847,306
（2）経常費用 0
　事業費 10,358,839 11,125,685 766,846
　　　給料手当・賞与 4,974,720 5,347,824 373,104
　　　会議費 168,340 330,040 161,700
　　　旅費交通費 3,491,681 306,676 △ 3,185,005
　　　通信運搬費 533,178 536,355 3,177
　　　事務消耗品費 153,134 289,287 136,153
　　　印刷製本費 495,866 904,605 408,739
　　　新聞図書費 36,290 5,658 △ 30,632
　　　光熱水費 0 107,805 107,805
　　　地代家賃 0 758,520 758,520
　　　研究開発費 0 1,949,594 1,949,594
　　　諸会費 60,000 60,000 0
　　　外注費 120,000 152,400 32,400
　　　雑費 325,630 376,921 51,291
　管理費 3,657,099 2,641,190 △ 1,015,909
　　　役員報酬 100,000 0 △ 100,000
　　　給料手当・賞与 1,243,680 870,576 △ 373,104
　　　福利厚生費 0 0 0
　　　会議費 49,401 70,780 21,379
　　　旅費交通費 80,440 49,924 △ 30,516
　　　通信運搬費 196,834 114,507 △ 82,327
　　　新聞図書費 27,121 54,108 26,987
　　　事務消耗品費 94,525 38,828 △ 55,697
　　　修繕費 0 0 0
　　　印刷製本費 248,528 90,509 △ 158,019
　　　光熱水費 119,641 17,550 △ 102,091
　　　地代家賃 882,000 123,480 △ 758,520
　　　租税公課 72,400 1,800 △ 70,600
　　　支払手数料 17,658 20,536 2,878
　　　諸会費 15,000 39,000 24,000
　　　交際費 275,750 327,634 51,884
　　　税理士報酬 231,000 345,600 114,600
　　　雑費 3,121 476,358 473,237
　経常費用計 14,015,938 13,766,875 △ 249,063
　当期経常増減額 △ 37,238 △ 635,481 △ 598,243

　経常外収益
　　　受取利息 1,906 1,695 △ 211
　経常外損益
　　　法人税等 70,000 70,000 0
当期正味財産増減額 △ 105,332 △ 703,786 △ 598,454
期首正味財産残額 12,691,335 12,586,003 △ 105,332
期末正味財産残額 12,586,003 11,882,217 △ 703,786

II 経常外増減の部

　　　公3情報誌事業会費

　　　協賛会員会費
　　　一般協賛会員会費
　　　公1調査研究事業会費（視察会）

　　　他1研修相談指導事業会費

　　　公2普及啓発事業会費

　　　法人運営事業会費

科目
I 経常増減の部

　　　正会員会費
　　　賛助会員会費

　事業収入
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

（単位：円）

Ⅰ　　資産の部
　１　流動資産

　現金 95,602

　普通預金 9,059,682

　未収入金 1,312,014
　　流動資産合計 10,467,298

　 　２　固定資産
定期預金
　　特定費用準備資金（普及啓発活動積立資金） 1,925,358
その他の固定資産 0
　　固定資産合計 1,925,358
　　資産合計 12,392,656

Ⅱ　　負債の部

　１　流動負債
　未払い金 394,566
　法人税等未払金 70,000
　預り金 45,873
　　流動負債合計 510,439

　２　固定負債
0

　　固定負債合計 0

　　負債合計 510,439

Ⅲ　　正味財産の部
　　正味財産額 11,882,217
　　（内当期正味財産増加額） -703,786
　　負債及び正味財産合計額 12,392,656

科　　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　額

貸　　　借　　　対　　　照　　　表
平成27年３月31日現在
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

  　 資金の範囲について

なお、前期末及び当期末残高は２に記載のとおりである。

２．次期繰越収支差額の内容は次のとおりである。

前期末残高 当期末残高

9,006,763 9,155,284

1,757,400 1,312,014

0 0

10,764,163 10,467,298

58,000 394,566

70,000 70,000

50,160 45,873

178,160 510,439

10,586,003 9,956,859

2,000,000 1,925,358

12,586,003 11,882,217

３．固定資産の取得価格、固定資産除却額はない。

科目 取得価格 固定資産除却額 当期末残高

法人税等未払金

1,925,358

- - -

定期預金

-

- -

固定資産

正味財産

預り金

合計

次期繰越収支差額

未収入金

仮払い金

合計

未払金

計算書類に対する注記

１．重要な会計方針

科目

現金預金

資金の範囲には、現金.預金、未収入金、仮払い金、未払い金、前受金および預り金を含め
ることにしている。
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平成26年度決算報告書 　　　　　 公益社団法人　東京都リサイクル事業協会

（単位：円）

Ⅰ　　資産の部
　１　流動資産

現金預金
現金 現金手許有高 95,602
普通預金 三菱東京UFJ銀行上野中央支店 9,059,682 9,155,284

未収入金
会費 750,000
海外国内視察会 22,014
事業費（東商エコリーグ等） 540,000 1,312,014

　　流動資産合計 10,467,298

　 　２　固定資産
  特定費用準備資金（普及啓発活動積立資金）

定期預金 三菱東京UFJ銀行上野中央支店 1,925,358
その他の固定資産

0
　　固定資産合計 1,925,358
　　資産合計 12,392,656

Ⅱ　　負債の部
　１　流動負債

未払い金 394,566
法人税等未払金 70,000
預り金 45,873
　　流動負債合計 510,439

　２　固定負債

0
　　固定負債合計 0
　　負債合計 510,439 510,439
正味財産 11,882,217

源泉所得税

科　　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　額

財　　　　　　産　　　　　　目　　　　　　録

平成27年３月31日現在
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